
令和７年度
福井市民意識調査結果（一部抜粋）

調査概要

（１）目的 第八次福井市総合計画に係る各施策等について、

事業効果や市民ニーズの把握を目的に実施

（２）対象 市内に居住する１８歳以上の男女２，５００人

（３）期間 令和７年５月２７日（火）～令和７年６月２３日（月）

（４）方法 郵送又はインターネットによる

（５）回収率 ４０．３％（１,００７票）
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Q 福井市にこれからも住み続けたいと思いますか？

✓ 福井市に住み続けたい（「住み続けたい」

(59.8%)及び「事情が許せば住み続けたい」

(25.7%))の合計）が85.5％となっている。

✓ 年齢が高くなるにつれて、住み続けたいと回

答する人の割合が増加する傾向がある。
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Q 第八次総合計画に掲げる政策の満足度及び不満度は？

満足度 不満度

• 「観光」「生涯学習スポーツ」に関する政策は満足度が高く、「公共交通」「中心市街地」に関する政策は満足度が低い。
• 満足度から不満度を差し引いた値は、「生涯学習スポーツ」が最も高い。

*政策毎に施策の満足度及び不満度を平均し、数値が高い順に並べたもの
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Q どの程度幸福だと感じていますか？（主観的幸福度）

✓ 幸福度が高い（「幸福だと感じている(21.9%)

及び「やや幸福だと感じている」(43.4%))の

合計）が65.3％となっている。

✓ 年齢別に見ると、 ４０～４９歳(56.1%)が最

も低く、６０～６９歳(71.2%)が最も高い。
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Q 幸福かどうかを判断する際に重視した事項は何ですか？（主観的幸福度）

✓ 「健康状態」(73.2%)が最も高く、次いで

「人間関係（家族・友人・職場」(69.7%)、

   「家計の状況」(62.7%)が高くなっている。

✓  年齢別に見ると、「健康状態」を重視する割合は、  

年齢が高くなるにつれて、割合が高くなっている。
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